
 

2022 年 3 月 22 日 

 

本日、東京電力管内及び東北電力管内の電力需給が 

極めて厳しくなっているため、より一層の節電へのご協力をお願いします 

【需給ひっ迫警報（第２報）】 

 

本日、東京電力管内の電力需給が極めて厳しくなる中、皆様の節電のご協力によ

り、一定の需要抑制効果が生じているものの、目標とする需要水準を大きく上回る

水準で推移しています。また、東北電力管内においても、昨日の想定に比べて電

力需給が極めて厳しくなっております。このため、東京電力管内においては、現在

の取組より踏み込んだより一層の節電へのご協力をお願いさせていただくととも

に、東北電力管内においても、ご家庭や職場などにおいて、不要な照明を消し、暖

房温度の設定を 20 度とするなど、最大限の節電にご協力いただきますようお願い

します。 

 

1．電力の需給の状況 

本日の東京電力管内の需給が極めて厳しくなる見込みであったため、昨日、節電の

ご協力をお願いし、皆様のご協力により、９時台の需要は 4,349 万 kW と当初の想定

需要を 100 万 kW 程度下回る水準で推移しています。他方、目標とする需要水準を

200～300 万 kW 上回る水準で推移しており、この傾向が継続すると、夕方には想定さ

れる電力需要に対して供給力が不足する見込みです。 

また、東北電力管内においては、悪天候で気温が低い状況が続く中で、昨日の想定

よりも需要が大幅に伸びており、９時台の使用率が 100％（速報値）に届くなど、電力

需給が極めて厳しい状況となっております。 

 

2．節電のご協力のお願い 

東京電力管内及び東北電力管内のご家庭や職場においては、暖房の設定温度を下

げる、使っていない部屋の電気を消す、使っていない機器の電源を落とすなど、日常

生活に支障のない範囲で、現在の取組より踏み込んだより一層の節電へのご協力を

お願いさせていただきます。また、その他の需要家におかれても、経済活動に支障の

ない範囲で最大限の節電にご協力をお願いします。 

なお、今後の電力需給の動向次第では、更なる節電の協力をお願いする可能性もあ

ります。   
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